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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高
ライセンス型

売上
調整後EBITDA 営業利益 経常利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期
第１四半期

1,147 △21.3 645 10.0 △667 － △999 － △997 － △980 －

2026年３月期
第１四半期

1,459 － 586 － 24 － △196 － △223 － △285 －

(注) 包括利益 2027年３月期第１四半期 △896百万円( －％) 2026年３月期第１四半期△505百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 △41.48 －
2026年３月期第１四半期 △12.10 －

(注)１．ライセンス型売上は、当社グループが整備・保有するデータやシステムの利用権を提供することにより計上

される売上です。売上原価は固定的なものが中心であり、限界利益率が高い性質を有しております。

２．調整後EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋政府補助金＋M&A関連費用

３．2025年３月期第１四半期については、四半期連結財務諸表を作成していないため、2026年３月期第１四半期

の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

４．2026年３月期第１四半期、および2027年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 10,521 6,345 60.1
2026年３月期 10,889 7,229 66.2

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 6,322百万円 2026年３月期 7,204百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2027年３月期 －
2027年３月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無



３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 ライセンス型売上 調整後EBITDA

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 7,000 23.1 3,000 15.6 50 －

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．ライセンス型売上は、当社グループが整備・保有するデータやシステムの利用権を提供することにより計上

される売上です。売上原価は固定的なものが中心であり、限界利益率が高い性質を有しております。

３．調整後EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋政府補助金＋M&A関連費用

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） 株式会社リカノス 、除外 0社（社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 23,642,050株 2026年３月期 23,624,850株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ －株 2026年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 23,635,246株 2026年３月期１Ｑ 23,624,850株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている将来に関する事項は、本資料発表日において入手可能な情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、地政学的リスクの高まりや物価上昇の継続等を背景として、

依然として先行き不透明な状況が継続いたしました。また、自動車業界では、グローバル市場における競争環境

の変化や地政学的リスクの高まり等を背景として、完成車メーカーおよび部品メーカーにおいて、開発投資に対

する姿勢は慎重さを伴う状況となりました。一方で、自動運転及び先進運転支援システム（ADAS）の高度化やAI

技術の進展を背景として、高精度３次元データを活用した開発・検証ニーズは引き続き拡大しており、AIの学

習・評価・検証用途を含むデータ活用領域の拡大が進んでおります。さらに、物流、インフラ管理及びデジタル

ツイン等の分野においても、高精度３次元データの活用に向けた取り組みが進展しております。

このような環境のもと、当社グループは、自動運転及び先進運転支援システム（ADAS）向け高精度３次元デー

タの提供に加え、AIの学習・評価・検証用途向けのデータ提供（Data for AI）事業の拡大に取り組みました。オ

ートモーティブ分野では、自動運転及びADAS向けを中心とした法人向けライセンス提供を推進するとともに、自

動運転トラック向け案件等への対応を進めました。また、フィジカルAIの社会実装に向けて、AIネイティブデー

タセットの公開や、高精度３次元データを活用したAI向けデータ基盤の整備を進めるなど、将来のライセンス事

業拡大に向けた取り組みを推進いたしました。さらに、自動車分野以外においても、高精度３次元データの活用

領域拡大に取り組み、物流施設、インフラ管理及び不動産開発等の分野においてデータ利活用を推進いたしまし

た。加えて、測量会社のネットワーク化を目的としたM&Aを推進し、2026年４月には株式会社リカノスを連結対象

に加えるなど、事業基盤の強化を進めました。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、ライセンス型売上高はAI用途向けを中心とした法人ライセ

ンス案件の拡大等により前年同期を上回り、ライセンス型売上比率は上昇しました。一方、プロジェクト型売上

高については、北米における前年の反動減等により前年同期を下回りました。その結果、売上高は前年同期を下

回り、調整後EBITDAについても前年同期を大幅に下回る結果となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の実績は、売上高は1,147百万円（前年同期比21.3％減少）、調整後

EBITDA（損失）は667百万円（前年同期 調整後EBITDA24百万円）、営業損失は999百万円（前年同期 営業損失

196百万円）、経常損失は997百万円（前年同期 経常損失223百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は

980百万円（前年同期 親会社株主に帰属する四半期純損失285百万円）となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

(i) 国内

当第１四半期連結累計期間は、オートモーティブビジネスにおいて、自動運転システム開発会社向けの法人ラ

イセンス案件への対応を進めました。また、3Dデータビジネスにおいては、民間企業向け物流自動化への取り組

みに係るプロジェクトが進捗したほか、測量会社のネットワーク化を目的としたM&Aを推進しました。一方で、前

年同期に計上した大型案件の反動の影響を受けました。

以上の結果、当セグメントの売上高は142百万円（前年同期比62.2％減少）、セグメント損失は400百万円（前

年同期 セグメント損失123百万円）となりました。

(ii) 海外

当第１四半期連結累計期間は、オートモーティブビジネスにおいて、ライセンス型売上が量産ライセンス及び

法人ライセンスともに堅調に推移しました。一方、プロジェクト型売上は、北米における新規整備事業が完了し

たことにより、前年同期を下回りました。

以上の結果、当セグメントの売上高は1,005百万円（前年同期比7.2％減少）、セグメント損失は602百万円（前

年同期 セグメント損失76百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末比367百万円減少の10,521百万円となりま

した。これは主に、売掛金及び契約資産が減少した一方、現金及び預金が増加したことによるものです。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末比516百万円増加の4,175百万円となりま

した。これは主に、長期借入金が増加したこと及び契約負債が増加したことによるものです。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末比883百万円減少の6,345百万円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、前回公表したものから変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,658 4,253

売掛金及び契約資産 2,708 1,607

その他 244 345

流動資産合計 6,611 6,206

固定資産

有形固定資産 623 605

無形固定資産

ソフトウエア 3,359 3,213

のれん 124 287

その他 48 86

無形固定資産合計 3,532 3,587

投資その他の資産 121 122

固定資産合計 4,277 4,315

資産合計 10,889 10,521

負債の部

流動負債

買掛金 227 251

１年内返済予定の長期借入金 725 287

未払法人税等 24 9

契約負債 1,150 1,420

賞与引当金 75 50

役員賞与引当金 8 8

株式報酬引当金 21 12

その他 379 356

流動負債合計 2,614 2,397

固定負債

長期借入金 780 1,516

退職給付に係る負債 2 3

その他 261 258

固定負債合計 1,045 1,778

負債合計 3,659 4,175

純資産の部

株主資本

資本金 100 106

資本剰余金 11,054 11,060

利益剰余金 △4,181 △5,162

株主資本合計 6,972 6,004

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 232 317

その他の包括利益累計額合計 232 317

新株予約権 19 19

非支配株主持分 4 4

純資産合計 7,229 6,345

負債純資産合計 10,889 10,521
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 1,459 1,147

売上原価 1,022 1,445

売上総利益又は売上総損失（△） 436 △297

販売費及び一般管理費 632 702

営業損失（△） △196 △999

営業外収益

補助金収入 5 29

その他 5 1

営業外収益合計 10 31

営業外費用

支払利息 33 14

支払手数料 4 12

その他 0 2

営業外費用合計 38 29

経常損失（△） △223 △997

特別利益

負ののれん発生益 － 20

特別利益合計 － 20

税金等調整前四半期純損失（△） △223 △976

法人税、住民税及び事業税 2 8

法人税等調整額 60 △4

法人税等合計 63 4

四半期純損失（△） △286 △981

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △285 △980
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純損失（△） △286 △981

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △219 84

その他の包括利益合計 △219 84

四半期包括利益 △505 △896

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △505 △895

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

当社子会社であるダイナミックマッププラットフォームコンサルタンツ株式会社において、2026年４月１日付

で株式会社リカノスの全株式を取得したため、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

(セグメント情報等の注記)

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

国内 海外

売上高

外部顧客への売上高 376 1,083 1,459 － 1,459

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 27 27 △27 －

計 376 1,110 1,486 △27 1,459

セグメント損失(△) △123 △76 △199 3 △196

（注）１．セグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
合計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

国内 海外

売上高

外部顧客への売上高 142 1,005 1,147 － 1,147

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 30 30 △30 －

計 142 1,036 1,178 △30 1,147

セグメント損失(△) △400 △602 △1,003 3 △999

（注）１．セグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。
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(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 213百万円 293百万円

のれんの償却額 － 〃 6 〃

(企業結合等関係)

(取得による企業結合)

当社は、2026年３月27日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるダイナミックマッププラットフォ

ームコンサルタンツ株式会社が株式会社リカノスの全株式を取得し、子会社化することについて決議し、2026年

４月１日付で当該株式を取得しております。

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称 株式会社リカノス

事業の内容 土木・建築分野において、BIM・CIM関連業務、飛行体（UAV等）による写真測量及

び解析、地上型レーザー計測等に関する業務

（２）企業結合を行った主な理由

当社グループは、「Modeling the Earth」のビジョンのもと、測量・空間情報分野における事業基盤の強

化およびネットワーク構築を目的として、関連事業会社のグループ化を推進しております。

株式会社リカノスは、UAV（無人航空機）を活用した測量業務等において長年の実績と専門的知見を有し

ており、同社を当社グループに迎えることで、当社グループの事業基盤および技術力のさらなる強化が図れ

るものと判断いたしました。

（３）企業結合日

2026年４月１日

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

（５）結合後企業の名称

変更はありません。

（６）取得した議決権比率

100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

ダイナミックマッププラットフォームコンサルタンツ株式会社が現金を対価として株式会社リカノスの株

式を取得したためであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2026年４月１日から2026年６月30日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 242百万円

取得原価 242百万円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等 25百万円
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５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

169百万円

なお、上記の金額は暫定的に算定された金額です。

（２）発生原因

主として今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力であります。

（３）償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

７．取得原価の配分

当第１四半期連結会計期間末において、企業結合日における識別可能な資産および負債の特定並びに時価の

算定が未了であり、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的情報に基づき暫定的

な会計処理を行っております。

(重要な後発事象)

(令和８年熊本地震の影響について)

2026年７月28日に発生した令和８年熊本地震により、当社において保有する高精度３次元地図データと実際の

道路状況等との間に乖離が生じたことにより、顧客に提供している地図データの一部が使用できなくなる被害を

受けました。影響範囲および損害額については現在調査中です。

なお、当該地震が財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に及ぼす影響については現時点では合理

的に算定することは困難でありますが、地図データの補修および再作成等に係る原状回復費用等の発生が見込ま

れます。


